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係
資
料
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
専
門
研
究
書
を
は
じ
め
、
広
告
、
報
道
の
は
、
昭
和
二
年
に
政
治
経
済
学
部
を
卒
業
後
、
広
告
業
界
の
第
一
線
で
活
江
戸
か
ら
明
治
へ
と
、
日
本
の
近
代
化
が
進
め
ら
れ
て
い
く
な
か
で
、
時
代
相
を
写
し
取
っ
た
資
料
の
展
覧
会
「
幕
末
•
明
治
の
メ
デ
ィ
ア
展
」
を
昭
和
六
二
年
一
0
月
か
ら
六
三
年
六
月
に
か
け
て
、
全
国
四
か
所
で
開
催
し
た
。
同
展
に
は
、
図
書
館
が
架
蔵
す
る
「
西
垣
文
庫
」
を
中
心
と
し
、
早
稲
田
大
学
坪
内
博
士
記
念
演
劇
博
物
館
の
関
連
資
料
を
出
陳
し
た
。
ま
た
同
時
に
、
そ
れ
ら
を
図
録
に
ま
と
め
出
版
し
た
。
展
示
資
料
の
中
核
と
な
っ
た
「
西
垣
文
庫
」
に
は
、
数
多
く
の
新
聞
関
「
幕
末
・
明
治
の
メ
デ
ィ
ア
展
」
報
告
J
の
よ
う
な
庶
民
の
生
活
に
密
着
し
た
資
料
群
を
収
集
さ
れ
た
の
が
、
-
）
0
 
t
 
会
を
活
写
し
て
い
る
も
の
を
中
心
に
選
び
出
し
、
約
二
四
0
点
を
展
示
し
書
等
も
こ
の
文
庫
の
特
色
で
あ
る
。
そ
の
総
数
は
―
二
、
0
0
0点
に
の
引
札
、
絵
び
ら
等
の
報
道
メ
デ
ィ
ア
、
広
報
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
当
時
の
社
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
読
み
捨
て
、
使
い
捨
て
に
な
る
運
命
の
メ
デ
ィ
ア
で
あ
り
、
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
よ
り
生
々
し
い
時
代
の
証
言
者
で
あ
る
。
校
友
の
西
垣
武
一
氏
（
明
治
三
四
I
昭
和
四
二
年
）
で
あ
る
。
西
垣
氏
庶
民
の
社
会
生
活
、
経
済
生
活
は
大
き
く
変
貌
し
て
い
っ
た
。
そ
う
し
た
ぽ
る
。
今
回
は
こ
れ
ら
の
う
ち
か
ら
瓦
版
、
見
立
番
付
、
新
聞
、
錦
絵
、
日
錦
絵
新
聞
等
）
が
収
集
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
社
会
風
俗
関
係
の
図
I
私
立
大
学
図
書
館
協
会
賞
受
賞
I
「
礁
末
・
明
治
の
メ
デ
ィ
ア
展
」
実
物
資
料
（
瓦
版
、
見
立
番
付
、
引
札
、
絵
び
ら
、
初
期
新
聞
、
錦
絵
、
報
告
同
展
実
施
委
員
会
-193-
設
営
中
に
N
H
K
の
取
材
が
あ
り
、
初
日
に
は
中
日
テ
レ
ビ
、
東
海
テ
入
場
者
数
三
、
0
六
二
名
用
に
供
し
て
い
る
。
西
垣
文
庫
の
全
貌
に
つ
い
て
は
、
『
西
垣
文
庫
目
録
』
（
昭
和
六
一
年
刊
）
に
詳
し
い
。
ま
た
出
陳
し
た
資
料
を
図
録
に
ま
と
め
ペ
ー
ジ
、
カ
ラ
ー
ニ
五
％
）
を
編
集
・
刊
行
し
た
。
た
が
、
こ
れ
ら
の
開
催
後
に
他
方
面
か
ら
の
要
望
に
応
じ
、
学
内
お
よ
び
仙
台
で
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
名
古
屋
会
場
名
古
屋
丸
善
栄
町
店
図
録
売
上
―
四
九
冊
昭
和
六
二
年
一
0
月
二
九
日
（
木
）
1
一
月
三
日
（
火
）
以
下
各
会
場
に
お
け
る
開
催
概
要
で
あ
る
。
（二）
展
覧
会
は
、
当
初
名
古
屋
と
東
京
・
日
本
橋
の
二
会
場
を
予
定
し
て
い
『
塙
末
•
明
治
の
メ
デ
ィ
ア
展
』
（
昭
和
六
二
年
刊
、
A
4
判
、
―
1
0
 
氏
の
名
前
を
冠
し
、
「
西
垣
文
庫
」
と
名
付
け
、
一
括
賂
理
・
保
存
し
利
大
学
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
図
書
館
で
は
こ
の
資
料
に
西
垣
り
、
当
時
の
阿
部
賢
一
総
長
を
つ
う
じ
て
西
垣
氏
の
旧
蔵
資
料
が
早
稲
田
躍
さ
れ
た
が
、
昭
和
四
二
年
に
急
逝
さ
れ
た
。
そ
の
翌
年
静
枝
夫
人
よ
- 194-
「
幕
末
•
明
治
の
メ
デ
ィ
ア
展
」
報
告
入
場
者
数
八
一
―
1
0名
昭
和
六
三
年
一
1
一
月
二
五
、
三
0
、
三
一
日
、
四
月
一
日
読
売
新
聞
、
N
H
K
の
取
材
・
報
道
が
あ
り
、
入
場
者
数
が
激
増
、
同
図
柄
の
違
う
も
の
を
揃
え
た
）
に
は
じ
ま
り
、
怪
異
、
珍
談
の
瓦
版
、
幕
大
坂
夏
の
陣
の
瓦
版
（
瓦
版
の
は
じ
ま
り
と
い
わ
れ
る
。
今
回
は
三
種
学
内
展
で
あ
る
故
小
山
松
寿
氏
旧
蔵
の
日
露
戦
争
号
外
（
長
女
小
山
千
鶴
子
氏
寄
贈
）
を
特
別
出
品
と
し
て
会
場
に
飾
っ
た
。
日
本
橋
会
場
―
一
月
―
―
10日
（
月
）
1
―
二
月
五
日
（
土
）
東
京
丸
善
日
本
橋
店
入
場
者
数
五
、
三
七
0
名
会
場
と
し
て
も
記
録
的
な
も
の
と
な
っ
た
。
早
稲
田
大
学
七
号
館
会
議
室
図
録
売
上
四
七
冊
卒
業
、
入
学
期
で
あ
り
キ
ャ
ソ
パ
ス
が
混
雑
し
て
い
た
が
、
思
っ
た
よ
り
入
場
者
数
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
テ
レ
ビ
朝
日
、
テ
レ
ビ
東
京
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
等
の
取
材
放
映
が
あ
っ
た
。
仙
台
丸
善
一
番
町
店
入
場
者
数
一
、
が
、
展
覧
会
の
主
旨
を
減
じ
さ
せ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
数
え
た
こ
と
と
な
っ
た
。
ひ
と
つ
に
は
こ
の
テ
ー
マ
が
マ
ス
コ
ミ
受
け
す
る
も
の
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
に
取
り
あ
げ
ら
れ
た
効
果
も
大
き
い
。
ま
た
一
方
、
見
て
”
面
白
い
“
資
料
で
あ
っ
た
こ
と
も
大
き
な
要
因
で
あ
っ
た
。
末
の
諷
刺
絵
、
明
治
初
年
の
東
京
•
横
浜
の
文
明
開
化
の
様
子
を
描
い
た
錦
絵
な
ど
色
彩
豊
か
な
資
料
が
出
品
さ
れ
、
図
書
館
主
催
の
も
の
と
し
て
会
期
、
回
数
も
異
例
だ
っ
た
同
展
は
、
結
局
一
万
名
を
越
す
来
場
者
を
国
図
録
売
上
五
六
九
冊
数
に
も
響
い
た
様
で
あ
る
。
が
ら
、
報
道
機
関
の
取
り
あ
げ
方
が
、
他
ほ
ど
活
発
で
な
く
、
入
場
者
会
場
の
ス
ペ
ー
ス
の
せ
い
で
、
規
模
的
に
縮
小
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
―
ニ
ハ
名
図
録
売
上
六
五
冊
た
の
は
、
図
書
館
主
催
の
展
覧
会
で
は
初
め
て
で
あ
っ
た
。
ま
た
校
友
六
月
一
0
日
（
金
）
1
-五
日
（
水
）
レ
ビ
、
中
日
新
聞
の
取
材
が
あ
っ
た
。
こ
れ
だ
け
マ
ス
コ
ミ
を
賑
わ
し
仙
台
展
-195-
で
き
た
の
は
、
こ
の
「
西
垣
文
庫
」
の
収
集
が
網
羅
的
な
も
の
で
あ
る
こ
こ
の
資
料
を
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
静
枝
夫
人
に
感
謝
し
ご
高
齢
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
橋
会
場
に
初
日
に
ご
来
場
く
だ
さ
っ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
垣
文
庫
」
の
収
集
者
西
垣
武
一
氏
の
先
見
性
に
驚
か
さ
れ
る
と
と
も
に
、
と
に
よ
る
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
う
い
う
構
成
を
可
能
に
さ
せ
た
「
西
わ
せ
て
、
館
員
は
収
蔵
さ
れ
て
い
る
資
料
に
も
っ
と
目
を
向
け
な
け
れ
ば
新
図
書
館
が
国
内
で
も
屈
指
の
大
図
書
館
と
し
て
建
設
さ
れ
る
の
に
あ
が
あ
っ
た
。
れ
た
こ
と
は
他
大
学
図
書
館
へ
の
大
い
な
る
刺
激
に
な
る
」
と
い
う
評
語
で
解
説
・
解
題
を
行
い
大
部
の
図
録
を
発
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
示
唆
さ
図
書
館
員
に
と
っ
て
書
誌
学
的
能
力
も
必
要
で
あ
る
こ
と
を
、
館
員
自
身
審
査
委
員
の
意
見
書
の
う
ち
で
「
機
械
化
一
辺
倒
の
観
が
あ
る
昨
今
、
っ
て
制
作
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
意
味
で
独
立
し
た
資
料
価
値
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
今
回
、
報
道
・
広
告
メ
デ
ィ
ア
の
流
れ
と
し
て
構
成
協
会
の
総
大
会
で
表
彰
さ
れ
た
。
一
片
一
片
の
瓦
版
や
引
札
、
絵
び
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
個
有
の
目
的
を
も
年
度
私
立
大
学
図
書
館
協
会
の
協
会
賞
が
授
与
さ
れ
、
七
月
二
七
日
の
同
本
展
覧
会
開
催
お
よ
び
出
品
図
録
の
編
集
刊
行
に
対
し
て
、
昭
和
六
煙
草
の
広
告
ポ
ス
ク
ー
を
眺
め
る
人
も
い
た
し
、
レ
ト
ロ
プ
ー
ム
を
反
映
れ
た
。
比
較
的
多
か
っ
た
高
齢
の
来
観
者
の
中
に
は
、
懐
し
そ
う
に
岩
谷
四
は
、
明
治
初
期
に
短
い
問
だ
っ
た
が
大
流
行
し
た
錦
絵
新
聞
の
コ
ー
ナ
ー
だ
っ
た
。
市
井
に
起
っ
た
い
わ
ゆ
る
三
面
記
事
が
か
な
り
の
誇
張
を
ま
じ
広
告
メ
デ
ィ
ア
の
部
も
、
人
目
を
惹
く
こ
と
が
目
的
の
印
刷
物
で
あ
る
だ
け
に
、
こ
れ
も
色
鮮
か
な
も
の
が
多
く
、
見
て
楽
し
い
も
の
が
陳
列
さ
し
て
か
、
若
い
人
の
熱
心
に
見
学
し
て
い
る
姿
も
目
に
つ
い
た
。
そ
う
に
語
っ
て
お
ら
れ
た
。
日
本
国
中
ど
こ
へ
で
も
飛
ん
で
い
く
と
い
う
熱
心
さ
で
あ
っ
た
と
、
懐
し
週
刊
誌
に
近
似
す
る
も
の
で
あ
る
。
え
て
錦
絵
に
描
か
れ
、
解
説
を
つ
け
て
売
ら
れ
た
も
の
で
、
昨
今
の
写
真
災
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
の
収
集
資
料
の
全
て
を
失
っ
た
こ
と
で
、
夫
人
は
叱
は
異
色
の
も
の
と
な
っ
た
。
報
道
メ
デ
ィ
ア
の
部
で
異
彩
を
放
っ
た
の
た
。
熱
心
に
ご
覧
に
な
っ
た
あ
と
、
し
ば
ら
く
お
話
し
を
伺
っ
た
。
西
垣
氏
が
戦
後
中
国
か
ら
帰
還
し
た
時
、
留
守
中
に
大
森
の
お
宅
を
空
襲
で
罹
ら
れ
る
と
思
っ
た
が
、
そ
の
こ
と
に
は
一
切
ふ
れ
ず
、
夫
人
と
令
嬢
の
無
事
を
喜
ん
で
お
ら
れ
た
と
い
う
。
そ
の
後
の
収
集
は
、
出
も
の
が
あ
れ
ば
-196-
「
稲
末
•
明
治
の
メ
デ
ィ
ア
展
」
報
告
事
務
局
企
画
広
報
係
（
三
浦
育
子
）
委
員
飯
島
志
都
葉
中
村
義
人
松
下
真
也
岡
田
広
之
鶴
正
之
委
員
長
金
子
宏
0
「
幕
末
•
明
治
の
メ
デ
ィ
ア
展
」
実
施
委
員
会
申
し
述
べ
た
い
。
六
―
―
―
•
七
・
ニ
七
な
ら
な
い
と
考
え
、
各
種
の
活
動
を
計
画
し
て
い
る
現
在
、
意
を
強
く
さ
せ
ら
れ
る
言
葉
で
あ
る
。
主
催
し
た
新
聞
資
料
協
会
の
運
営
に
あ
た
ら
れ
た
三
栄
広
告
社
取
締
役
・
羽
島
知
之
氏
の
ご
協
力
を
得
た
ほ
か
、
岩
倉
誠
一
政
経
学
部
教
授
、
柴
田
願
い
し
た
。
ま
た
演
劇
博
物
館
か
ら
は
貴
重
な
資
料
を
出
品
し
て
い
た
だ
き
、
展
示
の
構
成
を
よ
り
幅
広
い
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
さ
ら
に
、
丸
善
株
式
会
社
の
ご
協
力
に
お
礼
を
光
彦
跡
見
女
子
大
学
教
授
に
資
料
選
定
や
解
説
文
に
つ
い
て
、
監
修
を
お
本
展
覧
会
は
、
西
垣
夫
人
を
は
じ
め
、
西
垣
氏
の
協
力
者
と
し
て
氏
の
-197-
